
二
俣
の
川
重
社
宅
跡
地
、
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
ー
の
南
隣
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
マ
ル
ハ
チ
」
が
建
設
中
で
す
。

近
隣
に
は
、
業

務
ス
ー
パ
ー
、
マ

ル
ナ
カ
な
ど
が
あ

り
、
こ
の
地
域
に

多
く
建
っ
て
い
ま

す
が
、
競
争
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う

か
。こ

の
場
所
は
車

の
往
来
が
多
く
、

横
断
歩
道
な
ど
の

交
通
事
故
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か

と
の
声
が
出
て
い

ま
す
。

中
野
の
明
姫
幹
線
南
で

付
け
替
え
工
事
中
の
水
田

川
。
新
設
直
後
の
橋
横
に

突
如
広
い
橋
が
架
か
り
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
場
の
作
業
員
に
よ
り

ま
す
と
、
橋
を
拡
幅
す
る

ま
で
の
仮
設
橋
と
の
こ
と

で
す
。

南
側
の
事
業
所
に
大
型

車
が
進
入
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
、
橋
を
拡
幅
す
る

必
要
が
生
じ
た
そ
う
で
す
。

工
事
が
終
了
し
た
ら
立
派
な
仮
設
橋
は

撤
去
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

東
加
古
川
公
民
館
の
跡
地
利
用
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
関
係
者
に
よ

り
ま
す
と
売
却
方

針
と
の
こ
と
で
す
。

民
間
売
却
な
ら
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
つ

可
能
性
が
高
い
と

地
域
住
民
間
に
噂

が
あ
り
ま
す
。

近
辺
道
路
の
渋

滞
で
抜
け
道
利
用
が
多
い
周
辺
道
路
に
は

左
折
禁
止
・
進
入
禁
止
の
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
利
用
内
容
に
よ
っ
て
は
安
全
通
行

に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

これは日本の改革の根本問題です。そのために「二重のとりくみ」

が大事です。

第一は、日米安保条約に対する賛成、反対の違いを超えて、いろい

ろな緊急の課題で協力していくことです。野党間では、憲法違反の安

保法制を廃止する、辺野古新基地建設は中止する、日米地位協定を抜

本改正するなどの一致点がすでにつくられています。こういう緊急の

課題では、安保条約に対する賛成、反対の垣根を越えて、一致点を大

切にして協力していきたいと考えています。

第二は、日米安保条約を廃棄して、本当の独立国といえる日本をつ

くる、アメリカとの関係は対等・平等の日米友好条約を結ぶ、そこに

こそ私たちは、日本の未来があると確信していますが、そのための国

民的多数派をつくる独自の努力を行うことが大切だということです。

今の在日米軍は、海外への侵略と干渉を専門にする４つの「殴り込

み」部隊で構成されており、アメリカの歴代国防長官自身が明言して

いる通り、「日本を守る任務を与えている部隊はない」のです。しか

も今の危険は、米軍が「殴り込む」だけでなく、安保法制を発動して

自衛隊も連れて行こうとしているのです。

これまで浸透してきた「在日米軍が日本を守ってくれている」とい

う「神話」を打ち破り、安保条約が日本の平和にとって有害無益だと

の声を広げていくことが大切です。

一
色

安
養
寺
境
内
に
あ
る
古
い
水
鉢
に

も
盃
状
穴
が
あ
り
ま
し
た
。

盃
状
穴
は
願
掛
け
の
た
め
削
ら
れ
た
穴

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
以
降
は
廃
れ
、

新
し
い
石
造
物
に
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
安
養
寺
も
よ
く
整
備
さ
れ
古
い
石
造

物
は
少
な
い
で
す
。

隠
れ
て
願
掛
け
を
す
る
た
め
住
職
が
住

む
場
所
は
遠
慮
し
た
の
か
寺
で
見
る
こ
と

は
少
な
い
で
す
。
ど
の
よ
う
な
思
い
で
願

掛
け
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

前
回
加
古
西
国
三
十
三
ヶ
所
を
紹
介
い

た
し
ま
し
た
。
中
野
の
昌
福
寺
住
職
は
ご

存
じ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
在
家
・
西
谷
・
高
畑
の
寺
に
加
古
西

国
の
石
柱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
播
磨

町
古
田
の
瑞
応
寺
の
庭
に
新
西
国
二
六
番

の
石
柱
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
く
の

福
勝
寺
山
門
に
は
立
派
な
加
古
二
七
番
の

石
柱
が
あ
り
ま
し
た
。

（
お
わ
び
、
前
回
使
用
し
ま
し
た
西
国
資

料
の
順
番
地
名
に
一
部
間
違
い
が
あ
り
ま

し
た
）山

の
上
の
小
さ
な
地
域
博
物
館
館
長

木
戸
久
裕

新
年
を
迎
え
て
年
頭
に

思
う
こ
と
。

今
夏
に
は
、
市
会
議
員

選
挙
、
参
議
院
選
挙
、
そ

し
て
党
創
立
１
０
０
周
年
と
な
り
ま
す
。

今
年
こ
そ
飛
躍
の
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
心
機
一
転
、

勝
利
め
ざ
し
て
頑
張
ろ
う
！

平
岡
町
内
街
道
散
策
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コ
ウ
ノ
ト
リ

見
つ
け
た
！

学生オンラインゼミで志位委員長が語る

軍事的・経済的なアメリカ依存
脱却するために何が必要で、その道筋は

かこむ２階会議室A

1 月 1８ 日（火）

18 時15 分～

ご案内

なんでも無料法律相談会

党市議団と弁護士が対応します

申し込みは立花議員へ

☎ 090-5127-4316

と き

ところ

短
歌
投
稿

平岡町後援会総会

日時：１月２２日(土）午後２時～

場所：加古川総合文化センター

第１会議室

講演会と総会を行います

立花俊治市議会議員
～加古川市政について～

ぜひご参加ください

講演

古
来
よ
り
人
日
の
節
句
（
１
月
７
日
）

の
朝
に
、
「
七
草
粥
」
を
食
べ
る
風
習
が

あ
り
、
邪
気
を
払
い
万
病
に
効
く
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
風
習
に
は
、

お
節
料
理
で
疲
れ

た
胃
を
休
ま
せ
、

野
菜
が
乏
し
い
季

節
に
不
足
し
が
ち

な
栄
養
素
を
補
う

と
い
う
側
面
も
あ

り
ま
す
。

季
の
食
事
【
七
草
粥
】

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
乱
立

12
月
10
日
の
午
後
４
時
頃
、
一
色
の
ス
ー

パ
ー
マ
ル
ナ
カ
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
出
合
い

ま
し
た
。

電
柱
の
上
に
と
ま
っ
て
、
し
ば
ら
く
キ
ョ

ロ
キ
ョ
ロ
し
て
飛
び
去
り
ま
し
た
。

何
か
嬉
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

（
坂
口
）

マ
ス
ク
し
て
帽
子
を
か
む
り
眼
だ
け
だ
し

会
釈
し
て
い
く
犬
連
れ
の
人

城
の
宮

大
中

肇

公
民
館
の
跡
地
利
用
は
？

播磨町古田福勝寺

西国二七番石柱

春の七草
・
セ
リ

・
ナ
ズ
ナ

（
ぺ
ん
ぺ
ん
草
）

・
ゴ
ギ
ョ
ウ

（
母
子
草
）

・
ハ
コ
ベ
ラ

・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ

・
ス
ズ
ナ
（
蕪
）

・
ス
ズ
シ
ロ

（
大
根
）

水
田
川
に
二
重
橋

（東公民館南道路への
左折不可の道標）

こ
こ
に
も
あ
っ
た
盃
状
穴


